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1 秒間に何百回も作られているというわけである．

バイオリンの例よりもある意味身近な例に「黒板と

チョーク」がある．黒板にチョークを押し立てて線を引

くと「キーッ」という実に不愉快な音がする．子供のこ

ろ学校で一度や二度いたずらした経験がおありではないだ

ろうか．実はあれがバイオリンの発音機構とよく似ている

のである．黒板が弦，チョークが弓に相当する．ここでは

黒板（弦）が変形する代わりにチョークを持つ手首が摩

擦力に負けてしなり，チョークが引く方向に細かく振動す

る．チョークから黒板に力を伝えるのが摩擦力．バイオリ

ンでも摩擦力が弓から弦に力を伝えていた．さらに，ワイ

ングラスの縁を指先でこするとたえなる音を響かせること

ができるが，あれもほとんど同じ発音機構である．これら

はすべて「スティック（くっつく）・スリップ（滑る）

現象」と呼ばれる「摩擦力が主役の現象」であり，バイ

オリンの発音機構を説明する際にも必ず引き合いに出され

る．

話題が「ししおどし」から少し外れたが，さらに「た

まったものが解放されることの繰り返し」の例を挙げよ

う．「黒板とチョーク」の巨大版ともいえるのがプレート

運動による地震発生である．太平洋から動いてきて日本の

東方沖で沈み込むプレート．これがいわば動く黒板に相当

する．その上に西から動いてきて沈み込もうとする別のプ

レート．これがチョークを持った手に相当する．プレート


